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道
内
の
春
闘
は
、
連
合
北
海
道

が
３
月
４
日
、
北
海
道
経
済
連
合

会
や
北
海
道
商
工
会
議
所
、
北
海

道
商
工
会
連
合
会
、
北
海
道
経
済

同
友
会
、
北
海
道
中
小
企
業
団
体

中
央
会
に
「
す
べ
て
の
労
働
者
の

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
等
に
関

す
る
要
請
」を
お
こ
な
っ
て
、
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

連
合
北
海
道
の
要
求
は
、
中
小

企
業
等
の
賃
上
げ
は
「
底
上
げ
・

底
支
え
」「
格
差
是
正
」
の
観
点
で

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
６
０
０
０
円
と

し
、
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
を
含
め

総
額
１
万
５
０
０
円
以
上
の
引

き
上
げ
を
求
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
を
踏
ま
え
た

男
女
間
格
差
是
正
や
雇
用
間
格

差
の
是
正
、
年
収
２
０
０
万
円
以

下
の
非
正
規
職
員
の
ワ
ー
キ
ン

グ
・
プ
ア
問
題
等
の
解
消
も
求
め

て
い
ま
す
。

　

春
闘
の
相
場
決
定
に
大
き
な

影
響
力
を
持
つ
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

豊
田
章
男
社
長
は
、
こ
こ
に
き
て

「
賃
金
・
賞
与
に
つ
い
て
会
社
と

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

組
合
の
間
に
認
識
の
相
違
は
な

い
」と
異
例
の
満
額
回
答
を
表
明
。

岸
田
内
閣
が
呼
び
か
け
た
「
３
％

以
上
の
賃
上
げ
」
に
追
い
風
が
吹

い
て
い
ま
し
た
。ト
ヨ
タ
自
動
車
の

ベ
ア
要
求
内
容
は
非
公
表
で
す

が
、
職
種
・
職
位
に
よ
っ
て
１
６

０
０
円
か
ら
４
９
０
０
円
の
昇

会
員
訪
問
・
北
海
道
通
信
ビ
ル
㈱（
３
面
）／
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
額
調
査（
２
面
）

　

３
月
に
入
っ
て
よ
う
や
く
豪
雪

の
峠
も
超
え
た
よ
う
だ
。
そ
れ
に

し
て
も
、
今
年
は
除
排
雪
が
追
い

つ
か
ず
、
道
路
の
周
り
に
は
う
ず

た
か
く
残
雪
が
積
み
重
な
っ
て
い

る
。
春
が
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
と

い
う
の
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ

ア
軍
の
侵
攻
と
い
う
暴
挙
に
も
心

が
痛
む
▼
ど
う
し
た
ら
春
（
停
戦
・

平
和
）
が
実
現
で
き
る
の
か
、
ロ

シ
ア
に
対
す
る
日
米
Ｅ
Ｕ
な
ど
が

経
済
的
制
裁
を
実
施
し
て
は
い
る

も
の
の
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
停

戦
に
応
じ
る
気
配
は
感
ぜ
ら
れ
な

い
▼
も
う
一
度
旧
ソ
連
時
代
の
威

信
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
、
か
つ
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

共
通
の
家
」
を
提
唱
し
た
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
氏
が
、
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
を

展
開
し
て
い
る
▼
経
済
制
裁
に
よ

る
ル
ー
ブ
ル
の
暴
落
が
進
行
し
、

激
し
い
イ
ン
フ
レ
が
ロ
シ
ア
国
民

を
襲
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

民
の
死
者
も
増
え
続
け
、
犠
牲
に

な
る
の
は
何
時
も
無
辜
（
む
こ
）

の
民
だ
。一
刻
も
早
い
停
戦
を（
峰
）

ト
ヨ
タ
満
額
回
答
も
大
半
が
ボ
ー
ナ
ス
か

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
世
界
経
済
に
暗
雲
を
招
き
、
日
本
の
春
闘
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
そ
う

で
す
。２
０
２
２
年
春
闘
は
、１
月
26
日
、経
団
連
と
連
合
の
両
会
長
が
会
談
し
て
事
実
上
ス
タ
ー
ト
。大
手
企

業
で
労
使
交
渉
が
始
ま
り
、
今
年
の
相
場
を
決
定
づ
け
る
一
斉
回
答
日
は
３
月
16
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
交
渉
は
そ
れ
か
ら
で
す
が
、
勃
発
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
ど
う
影
響
す
る
の
か
、
経
済
界
に
は

予
期
せ
ぬ
事
態
に
動
揺
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」勃
発
で
ど
う
な
る
春
闘

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）



（２）

給
に
ボ
ー
ナ
ス
が
前
年
を
０
・
９

カ
月
分
上
回
る
６
・
９
カ
月
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。賃
上
げ
の
大
半
は

将
来
の
状
況
変
化
に
対
応
し
や
す

い
ボ
ー
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。

　

で
も
、
工
場
労
働
者
の
比
率
が

比
較
的
高
い
自
動
車
業
界
で
、
一

般
職
の
平
均
年
収
が
９
０
０
万
円

　

道
商
工
連
が
加
盟
す
る
北
海
道

中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
道
中
央

会
）が
実
施
し
た「
令
和
３
年
度
冬

季
（
下
期
）
賞
与
支
給
・
予
定
調

査
」が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご

報
告
し
ま
す
。

　

特
に
従
業
員
数
30
人
未
満
の
事

業
所
の
回
答
が
多
い
調
査
な
の

で
、
道
内
中
小
企
業
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
や
労
働
事
情
を
把
握

す
る
貴
重
な
調
査
で
す
。

　

道
中
央
会
は
、
２
０
０
６
年

（
平
成
18
年
）か
ら
夏
季（
上
期
）と

に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

　

同
社
は
、
部
品
や
素
材
メ
ー
カ

ー
、二
次
、三
次
の
下
請
け
な
ど
に
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
要
求
を
繰
り
返

し
て
き
た
だ
け
に
、
取
引
先
へ
の
利

益
の
正
当
な
配
分
を
求
め
る
中
小

企
業
の
思
い
は
一
層
強
く
な
り
そ

う
で
す
。

　

連
合
北
海
道
の
要
求
に
は
、「
大

企
業
と
中
小
企
業
の『
賃
金
支
払
い

能
力
』
に
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
生
み
出

し
た
付
加
価
値
の
適
正
分
配
が
で

き
る
よ
う
周
知
す
る
こ
と
」
な
ど
、

下
請
け
、中
小
企
業
対
策
へ
の
配
慮

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

道
内
に
は
ロ
シ
ア
と
の
取
引
業

者
が
多
い
た
め
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

が
ど
う
春
闘
相
場
に
影
響
す
る
の

か
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

道
中
央
会
の
令
和
３
年
度
冬
季
の
調
査
結
果
ま
と
ま
る

道
内
中
小
企
業
の
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
額

（
４
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

冬
季
（
下
期
）
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
、
道
中
央
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

１
．冬
季
（
下
期
）
賞
与
を
支
給
し

て
い
る
事
業
所
の
割
合
は
、全
体
の 

81
・
９
％
で
、前
年
度
に
比
べ
１
・

０
ポ
イ
ン
ト
の
微
増
で
し
た
。 

業

種
で
は
、
製
造
業
の
支
給
割
合
は

前
年
度
と
同
率
の
84
・
３
％
、 

非

製
造
業
は
80
・
８
％
で
前
年
度
と

比
べ
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

２
．正
社
員
１
人
あ
た
り
の
平
均

支
給
額
は
39
万
２
３
８
２
円
と
、

前
年
度
に
比
べ
３
６
９
５
円
減
少

し
て
お
り
、業
種
別
に
見
る
と
、製

造
業
が
37
万
６
９
６
２
円
と
前

年
度
に
比
べ
４
５
３
０
円
の
減

少
、
非
製
造
業
が
40
万
７
３
４
円

と
前
年
度
に
比
べ
３
２
９
６
円
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

３
．正
社
員
以
外
の
常
用
労
働
者

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
嘱
託
な
ど
）



３
　

札
幌
駅
エ
リ
ア
で
道
庁
に
近
い

絶
好
の
立
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
を

３
棟
展
開
す
る
北
海
道
通
信
ビ
ル

株
式
会
社
。
北
海
道
通
信
グ
ル
ー

プ
７
社
を
率
い
る
の
は
松
木
謙
公

衆
議
院
議
員
（
北
海
道
２
区
）
だ
。

そ
の
ビ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
、
ま
る
で
美

術
館
で
見
る
よ
う
な
大
き
な
絵
画

が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
は
「
画
廊
が
少
な
く
な
り
、

大
き
な
絵
を
展
示
す
る
ビ
ル
も

減
っ
て
、
作
家
の
皆
さ
ん
が
、
と

て
も
残
念
が
っ
て
い
ま
す
」
と
画

廊
主
の
嘆
き
を
聞
い
て
、
２
年
前
、

所
有
す
る
ビ
ル
の
壁
面
に
展
示
す

る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
テ
ナ
ン
ト
飲
食
店
を
支
援

港
後
の
作
業
を
す
る
夫
婦
ら
し
い

漁
民
を
描
い
た
生
活
感
の
あ
る
油

絵
、
同
じ
く
日
展
審
査
員
だ
っ
た

勝
田
哲
の
「
舞
踊
鷺
娘
」、
第
二

ビ
ル
に
は
、
古
都
を
思
わ
せ
る
家

並
み
を
染
め
る
紅
葉
を
描
い
た
巨

大
な
日
本
画
、矢
吹
沙
織
の
「
錦
」

が
あ
る
。
絵
画
を
見
な
が
ら
廊
下

を
進
む
と
奥
で
、
二
つ
の
ビ
ル
が

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
鑑
賞
し

や
す
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
傾
向
の
作

品
が
並
ぶ
の
で
楽
し
い
。
い
ず
れ

も
大
き
な
絵
な
の
で
、
じ
っ
く
り

見
る
も
よ
し
、
さ
っ
と
眺
め
る
も

よ
し
、
お
近
く
に
来
た
際
に
は
ぜ

ひ
立
ち
寄
っ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

　

世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、

い
ま
経
済
活
動
が
滞
り
が
ち
で
、

都
心
な
ど
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
で
、
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
を
減
ら

す
企
業
が
増
え
て
、
オ
フ
ィ
ス
の

需
要
に
陰
り
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
札
幌
市
内
の
オ
フ
ィ
ス

需
要
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
Ｉ

Ｔ
企
業
の
進
出
が
あ
り
、
そ
れ
ほ

ど
目
立
っ
た
影
響
は
出
て
い
な
い

と
い
い
ま
す
。
北
海
道
通
信
ビ
ル

は
立
地
の
良
さ
も
あ
っ
て
、
テ
ナ

北
海
道
通
信
ビ
ル
株
式
会
社

会員訪問

月
ま
で
実
施
中
。さ
ら
に
ユ
ニ
ー

ク
な
の
が
、
同
社
の
グ
ル
ー
プ

社
員
に
、
ビ
ル
内
の
店
舗
で
使

え
る
食
券
を
配
布
し
て
営
業
を

支
援
し
た
こ
と
で
す
。
５
０
０

円
券
５
万
５
０
０
０
円
分
を
３

回
に
分
け
て
配
付
し
、
昼
で
も

夜
で
も
使
え
る
も
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
２
カ
月
ほ
ど
の
期
限
付
き

に
し
ま
し
た
。
入
居
す
る
店
舗

か
ら
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
は
ビ
ジ
ネ
ス

を
支
え
る
重
要
な
戦
力
。
環
境
、

設
備
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
レ

イ
ア
ウ
ト
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

ア
ク
セ
ス
と
、
要
求
さ
れ
る
項

目
は
多
い
。
同
社
は
「
抜
群
の

ア
ク
セ
ス
と
最
適
な
環
境
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
応
援
し
ま
す
」
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
駅
北
口

に
は
第
五
北
海
道
通
信
ビ
ル

（
北
区
北
７
西
４
）
が
あ
り
、

札
幌
駅
は
も
ち
ろ
ん
、
北
大
や

札
幌
第
一
合
同
庁
舎
も
近
い
。

＊ 

　
　

＊

札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
６
丁
目

電
話
０
１
１
・
２
２
２
・
３
３
１
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
・
２
２
２
・
３
６
４
６

　

絵
画
は
購
入
し
た
も
の
や
、

作
家
か
ら
展
示
用
に
提
供
を

受
け
た
も
の
で
、
画
家
の
略

歴
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
解

説
付
き
の
銘
板
が
付
い
て
い

る
。

　

コ
ン
ビ
ニ
の
ロ
ー
ソ
ン
の
あ

る
北
海
道
通
信
ビ
ル
（
中
央

区
北
５
西
６
）
と
郵
便
局
の

あ
る
第
二
北
海
道
通
信
ビ
ル

（
同
）
の
１
階
ロ
ビ
ー
や
廊
下

に
、
合
わ
せ
て
20
点
ほ
ど
の

大
き
な
絵
画
が
ず
ら
り
と
な

ら
ぶ
。
日
展
審
査
員
を
務
め

た
工
藤
和
男
「
光
景
」
は
帰

ン
ト
92
軒
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
撤
退
は
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

た
だ
苦
境
に
立
っ

た
、
ビ
ル
の
飲
食
店
12

店
（
直
営
４
店
を
除

く
）
に
対
し
て
は
、
家

賃
の
減
免
を
令
和
２

年
５
月
か
ら
本
年
３

工
藤
和
男
作「
光
景
」（
油
彩
）

北海道通信ビル１階ロビー、左は山中雅彦作「人形のある構図」

北海道通信ビル（左）と同第二ビル



（４）

へ
賞
与
を
支
給
し
た
事
業
所
の
割

合
は
、
全
体
で
55
・
３
％
と
前
年

度
と
同
率
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、平

均
支
給
額
で
は
最
も
少
額
の
「
１

〜
５
万
円
」 

の
支
給
割
合
は
24
・

６
％
と
６
・
９
ポ
イ
ン
ト
も
減
少

し
、「
６
〜
10
万 

円
」の
支
給
割
合

が
26
・
１
％
と
５
・
８
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。

調
査
対
象

　

道
中
央
会
会
員
組
合
に
加
入

す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
８
８
３
事
業
所
（
同
会
が
毎
年

実
施
し
て
い
る
「
中
小
企
業
労
働

事
情
実
態
調
査
」
の
回
答
事
業
所

留
守
電
で
知
ら
な
い
人
が
怒

っ
て
る

冷
感
シ
ャ
ツ
知
ら
ず
に
ず
っ
と

着
て
た
冬

イ
ヤ
ホ
ン
は
置
い
と
く
だ
け

で
も
つ
れ
出
す

国
連
と
同
じ
議
題
の
赤
ち
ょ

う
ち
ん

転
が
っ
た
錠
剤
妻
が
足
で
止

め総
力
戦
言
い
出
す
と
き
は
負

け
戦

母
が
言
う
「
こ
の
ま
え
」
は

10
年
前

犬
は
小
屋
猫
は
屋
敷
と
い
う

処
遇

駆
け
て
く
る
幼
児
は
急
に
止

ま
れ
な
い

お
し
ゃ
べ
り
な
ギ
ャ
ル
み
た
い

の
も
い
る
金
魚

嘘
だ
ろ
う
中
島
み
ゆ
き
七
十

歳純
愛
も
不
倫
も
同
じ
行
為
を

しギ
ョ
ー
ザ
に
は
絶
対
ケ
チ
ャ
ッ

プ
だ
と
思
う

　
　
（
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

（
２
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

が
対
象
）。

調
査
期
間

令
和
３
年
12
月
〜
令
和
４
年
１
月 

回
答
事
業
所
数
及
び
内
訳
（
従
業

員
規
模
、
従
業
員
の
雇
用
形
態
、

労
働
組
合
の
有
無
）

 (1) 
回
答
事
業
所
数
３
７
７
業
所

（
回
答
率
42
・
７
％
）

(2) 

事
業
所
の
内
訳
従
業
員
規
模

別
に
見
る
と
従
業
員
数
30
人
未
満

の
規
模
の
事
業
所
が
69
・
５
％
で
、

ま
た
、
回
答
事
業
所
で
雇
用
さ
れ

る
従
業
員
の
う
ち
正
社
員
の
比
率

は
74
・
４
％
で
し
た
。 

労
働
組
合

の
あ
る
事
業
所
は
、
７
・
４
％
で

し
た
。

道内中小企業の冬のボーナス支給額
   ＊表内は、業種、支給月数、平均年齢、平均勤続年数、
       正社員の支給額の順

＜製造業＞
●食品、飲料、飼料 1.7カ月、44.0歳、14.2年、
32 万 1001 円 ●印刷・同関連業 1.2 カ月、
42.8歳、13.2年、21万 3811円 ●鉄鋼業、非
鉄金属、金属製品 1.7カ月、42.8歳、12.7年、
37万 584円 ●生産用・業務用・電気・情報・
通信・輸送用機械器具 2.0 カ月、45.6 歳、
17.3年、49万 6170円 ●パルプ・紙・紙加工、
プラスチック製品、なめし皮・同製品・毛皮、
その他の製造業 1.4カ月、46.7 歳、16.8 年、
31万 3288円。

＜非製造業＞
●情報通信業 1.5カ月、38.4歳、11.7年、40
万 1264円 ●運輸業 1.4カ月、47.7歳、13.5
年、32万2150円 ●建設業1.9カ月、45.1歳、
14.3年、42万2249円 ●卸・小売業1.8カ月、
42.4歳、13.8年、45万 2570円 ●サービス
業 1.7カ月、43.5歳、12.1年、33万 2667円。


